
 

印西市地域公共交通網形成計画策定業務委託仕様書 

１ 業務名 

印西市地域公共交通網形成計画策定業務 

 

２ 業務の目的 

印西市の公共交通については、鉄道は、市の中央部を北総線・成田スカイアクセス

線が、市の北部を JR成田線が、それぞれ東西に走り、東京都心や羽田空港、成田空港

などに連絡していることから、広域的なアクセスの利便性は、確保されている。 

その一方で、市内の公共交通については、主となる路線バスとコミュニティバスは、

合計２１路線が運行されているものの、路線バスとコミュニティバスの路線の重複、

旧市村間のバランスの問題等、幅広い課題を抱えている。今後はさらに少子高齢社会

の進展、市民ニーズの多様化等、地域公共交通を取り巻く環境は、厳しさを増してい

くものと推測される。 

 そこで市民の移動ニーズや地域の特性を踏まえ、路線バスとコミュニティバスの再

編やバス交通全体の効率化と充実を図り、さらには乗合タクシー等の新たな交通モー

ドの導入や、市内交通の鉄道との接続も検討しながら、市民の利便性確保に向けた市

域全体の公共交通網の見直しを検討していくことが、喫緊の課題であり、今後の印西

市にとっての最重要課題であることから、その基本指針となる地域公共交通網形成計

画を策定するものとする。 

本業務は、地域公共交通網形成計画の策定に向けた、調査業務等の支援を行うこと

を目的とする。 

 

３ 委託期間 

契約日の翌日から令和２年３月３１日まで 

 

４ 委託業務の内容 

  本業務の概要は、以下及び別紙「印西市地域公共交通網形成計画策定スケジュール（案）」

を想定しているが、受託候補者からの提案内容に基づき市と受託候補者の協議により、

業務内容を確定するものとする。 

（１）市の現状把握 

   主に既存資料を基に、地域特性や公共施設等の配置状況、都市計画の状況等を把握、

分析する。また必要に応じ、市の企画財政部門、福祉部門、都市計画部門等に対して

ヒアリングを行なうものとする。 

（２）市の公共交通の現状把握 

   市の公共交通及び福祉交通等の運行ルート、利用者数、利用特性、運行形態、財政

負担額等を把握、分析する。 

（３）上位計画・関連計画におけるまちづくりの方向性の把握と整理 

  総合計画や都市マスタープラン等の上位計画及び関連計画におけるまちづくりの方

向性や、交通弱者等への移動支援の考え方について整理・把握し、まちづくりと公共



 

交通の関連した方向性を整理する。 

（４）市民の公共交通に関する実態とニーズの把握 

 ①市民アンケート調査の実施 

  市民の移動実態及び公共交通に関する実態とニーズを把握するため、市民を対象と

したアンケート調査を実施する。 

 ※市民アンケート調査については、統計学上、必要なサンプル数を確保出来るような

調査内容で提案すること。なお、アンケート調査に係る、対象者の無作為抽出リス

トの作成に要する経費、印刷費、郵送費等の経費は、委託費に含むものとする。 

②バス利用者アンケート調査の実施 

  コミュニティバス、路線バスの利用者を対象としたアンケート調査を実施する。 

  なお、バス利用者の総数については、市ならびに事業者からのデータ提供を受ける

ものとする。 

  市民アンケートおよびバス利用者アンケートの対象に含まれていない、市外からの

来訪者で、かつ、バスを利用していない層に対する調査について、提案が可能であれ

ば、実施の対象とすることが望ましい。 

※アンケート調査に係る配布員人件費、印刷費、郵送費等の経費は、委託費に含むも

のとする。 

 ③乗合タクシー利用者アンケート調査の実施 

  乗合タクシー「スワン号」の利用者を対象としたアンケート調査を実施する。 

  ※アンケート調査に係る配布員人件費、印刷費、郵送費等の経費は、委託費に含むも

のとする。 

（５）地域公共交通の役割と課題整理、分析 

   （１）～（４）の各項目及び先進自治体等の先進自治体等の事例等を踏まえ、市の

公共交通の役割と課題等を、財政面も含め総合的に整理、分析し、取りまとめた結

果を「調査結果報告書」として作成し提出する。また、報告書はＰＤＦファイルと

しても提出する。 

（６）地域公共交通会議の運営支援 

   印西市地域公共交通会議や関係会議への出席、議事録作成等の運営支援を行う。 

  ※回数は、契約期間内に３回を想定している。 

   また、作業部会である、地域公共交通会議の分科会が開催される場合、必要に応じ

て出席することが望ましい。 

（７）打合せ 

   本業務の実施に当たり、業務遂行上必要な場合は、適宜実施するものとする。 

（８）その他 

この仕様書は業務の提案をするにあたり、最低限の必要事項を掲載しており、本仕

様書に掲載のない項目についても提案を妨げるものではない。この事項を踏まえた上

で最良の提案を行うこと。 

   契約の仕様書は、受託候補者の決定後に、プロポーザルでの提案を踏まえて決定す

る。 


